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令和６年度 目黒区立緑ヶ丘小学校 学校評価報告書 

 

１ 学校評価委員会の実施内容 

（１） 第１回実施日時 令和６年５月１８日（土） 午前９時１０分～午前１０時４５分 

         ・授業参観 

            ・自己紹介 

・学校経営方針について 

・令和６年度学校行事について 

・質疑応答・意見交換 

 

（２）第２回実施日時 令和６年１２月１９日（木） 午前１１時００分～午後１時４５分 

・授業参観 

・展覧会鑑賞 

・後期の教育活動について 

・質疑応答・意見交換 

 

（３）第３回実施日時 令和７年２月１５日（土） 午前１１時００分～午後２時００分 

・授業参観 

・学校評価委員会 

・質疑応答・意見交換 

 

２ 参加者 

第１回 学校評議員 岡野江里 様、中村愛弓 様、 

    龍花千鶴 校長、荒田真実子 副校長 

第２回 学校評議員 若林研司 様、岡野江里 様、中村愛弓 様、岡田美智子 様、栃木康昌 様、 

       龍花千鶴 校長、荒田真実子 副校長 

第２回 学校評議員 若林研司 様、岡野江里 様、中村愛弓 様、栃木康昌 様、 

       龍花千鶴 校長、荒田真実子 副校長 

 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 

評価項目 ◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

（学校運営協議会での意見） 

Ⅰ 学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

について、家庭・地域

⦿学校の雰囲気につい

ては、概ね高い評価

を得ているが、高学

年の「学校は楽しい

・学校全体については、

今後も活気ある教育

活動が展開できるよ

う、教職員一丸となり

・ブラスバンドの高学

年児童数が少なくな

り心配であったが、外

部指導員を招聘し、定



との連携、地域人材の

活用などについて 

ですか」の設問に対

する肯定的評価が昨

年度と比較すると

6.5 ポイント下がっ

ている。 

◎教職員の対応につい

ては四者ともに昨年

度の肯定的評価を上

回る数値となった。

日頃から校長の学校

経営方針のもと、教

職員が保護者や地域

に対して誠実に対応

しようとする姿勢を

もっていることが要

因と考えられる。 

取り組んでいく。 

・学校生活アンケート

や日頃の観察等で、高

学年に特有の内面的

な困難や悩み等を早

期に発見し寄り添っ

ていく。また学級集

団、学年集団をよりよ

くするために、担任一

人だけでなく教職員

全体で児童を育てる

風土を継続していく。 

・引き続き地域の方と

PTA の方のご協力を

いただきながら、次年

度も児童のためによ

りよい教育活動を展

開できるよう努力し

ていく。 

期的な練習を継続で

きると聞いたので安

心している。中学生も

応援していると聞い

たので、運営は大変だ

と思うが子どもたち

のために今後とも頑

張ってほしいと思う。 

・緑ヶ丘小は、以前から

学校全体が落ち着い

ている雰囲気がある。

学校公開で授業を拝

見したが、保護者の子

どもに対する視線が

温かい。子どもも保護

者も、学年を超えたコ

ミュニケーションが

できているのではな

いか。 

Ⅱ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内

容全体について 

◎教育目標や教育内容

について、年度当初

の保護者会で丁寧に

説明し、学校からの

配付物等でも触れた

ことで、保護者から

の肯定的評価は昨年

度よりも 11.2ポイン

ト上昇した。一方で、

地域の肯定的評価が

大きく下がっている

要因としては、「分か

らない」と答えた方

が多かったことが考

えられる。 

・教育目標については

児童、保護者の間では

十分な共通理解が図

られている。次年度は

地域に向けて学校公

開や運動会への参加

を呼びかけたり、地域

行事での関わりを深

めたり等、地域の皆様

にも教育目標を理解

していただく方策に

ついて検討していく

必要がある。 

・より多くの地域の

方々に学校に来てい

ただき、学校の様子を

知ってもらうことが

効果的である。住区セ

ンターや自治会の掲

示板を活用し、学校公

開や運動会などの学

校行事への案内を伝

え｢開かれた学校｣を

アピールしたらよい

のではないか。緑ヶ丘

小学校のよさを実際

に見て知っていただ

くことがよい。 

Ⅲ 心の教育について 

・道徳科の授業の充実や

児童・生徒の道徳的実

践力の向上に向けた取

組について 

◎保護者の肯定的評価 

が昨年度より 9.5 ポ

イント上昇した。道

徳授業地区公開講座

を行い全学級の道徳

の授業を公開し、保

・自他を尊重する心を

はぐくむための取組

を日常的、継続的に行

う。 

・学校全体で児童の心

を健全にはぐくむこ

・緑ヶ丘小学校の子ど

もたちはとても落ち

着いていて、優しい子

が多い。学校公開で拝

見していても落ち着

いている。自分のこと



護者向けの講演会を

行うなど保護者への

理解を進めてきたこ

とが要因の一つと捉

えられる。 

とができるよう、教室

環境や言語環境を整

える。また全校昼会の

講話の中でも触れて

いく。 

・特別の教科「道徳」の

時間だけでなく各教

科等の指導において

も、言語的な交流や対

話、体験活動などを通

して児童の道徳的実

践力の向上を目指す。 

だけでなく相手のこ

とも考えて過ごすこ

とができている。この

良さをこれからも継

続して伸ばしていっ

てほしい。 

・道徳科の授業だけで

なく、具体的な場面を

教育活動で増やし、さ

らに家庭でも話題に

していけばよいので

はないか。 

Ⅳ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充実、

少人数指導、主体的に

学習に取り組む態度等

の取組について 

・職場体験等体験活動、

自然宿泊体験教室、 

キャリア教育等の充実

について 

⦿保護者の「学校は、子

どもの学力の定着・

向上のために工夫し

た授業を行ってい

る」の設問に対する

肯定的評価が昨年度

に比べ 17.6ポイント

も上昇している。年

間３回の学校公開で

の授業参観や、学校

ホームページで日々

の授業の様子を配信

することで、保護者

の皆様に理解してい

ただくことができた

と考える。一方で、低

学年児童の「学校の

勉強が分かる」と答

えた児童が昨年度に

比べ 4.1 ポイント減

少している。低学年

だからこそ基礎・基

本の定着・向上に向

けて、さらに分かる

授業・楽しい授業の

充実が必要である。 

◎教職員は、学習用情

報端末や大型提示装

・令和７年度から児童

の学校生活を包括的

にサポートする学校

教育支援員の運用が

始まる。学校教育支援

員を効果的に配置す

ることで、児童に対し

てきめ細やかな学習

支援を行っていく。 

・教科担任制や交換授

業等に段階的に取り

組み、教員一人ひとり

の教科指導力、授業の

質の更なる向上を目

指す。 

・次年度は自己選択学

習の時間「のびっこタ

イム」の２年目の取組

となるので、児童一人

ひとりが身に付けた

自己選択、自己決定に

係る資質・能力を様々

な教科で発揮し、豊か

な学びにつなげてい

く。 

 

・教科担任制は、ぜひ前

に進めていくとよい。

教員にとって、１回目

の授業よりも２回目

の授業は技術が上達

し、自分の授業を客観

視して次回の授業に

活かすことができる。

また教科担任制にす

ることで、教員の働き

方改革にもつながる

と思う。プラスの面が

多くある一方で調整

が難しい点もあるが、

子どもたちの学力向

上のためにも教員の

心身の健康のために

もぜひ推進してほし

い。 

・これからの教員は、

ICT 機器を使いこな

すことが必須となる。

学習用情報端末や大

型提示装置の操作な

ど、対応が大変かと思

うが、子どもたちのた

めにも頑張っていた

だきたい。 



置等を効果的に活用

しながら授業を展開

している。 

Ⅴ 体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の促

進に向けた取組について 

◎昨年度から東京都統

一体力テストの結果

を踏まえ毎週火曜日

に「パワーアップタ

イム」に取り組んで

いる。取組も２年目

を迎えて児童にも定

着し、特に高学年の

肯定的評価が上がっ

ている。また保護者

の肯定的評価も昨年

度まで下降していた

が今年度は 13.5ポイ

ント上昇した。児童

の意識の向上が保護

者にも伝わっている

のではないかと考察

する。さらに、体力の

向上や健康の促進に

向けた取組を充実さ

せていく。 

・「パワーアップタイ

ム」の取組の効果を教

職員間で検証し、次年

度に向けてより効果

的な活動内容となる

よう、体育的行事委員

会を中心に検討して

いく。次年度も引き続

き、児童の運動への興

味・関心を高め、基礎

的な体力の向上を図

る。 

 

・体育・健康教育につい

ては学校教育全体で

取り組んでいかなけ

ればならない。体育科

は、数字が出やすい種

目が多く、子どもたち

の目標が可視化でき

るため、具体的な設定

がしやすいという利

点がある。パワーアッ

プタイムの取組を、子

どもたちの前向きな

目標とともに活用す

ることは大変よい。 

 

Ⅵ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学

年交流活動、クラブ・

部活動の充実などにつ

いて 

◎学校行事の充実につ

いては、児童、保護

者、教職員共に 95％

の高い肯定的評価を

得ている。行事を通

して児童が心豊かに

育っていると考察で

きる。特に保護者か

らの肯定的評価が昨

年度よりも 14.1ポイ

ント上昇した。運動

会や展覧会などの行

事は、コロナ禍前の

保護者の参加人数に

制限がない状況に戻

り、十分に児童の様

・学校行事では、児童が

主体的に計画を立て

たり実践したりでき

るように特別活動部

を中心に計画を立て、

その実践を価値付け

るようにする。 

・たてわり班活動を中

心に、各教科、学校行

事等を通して計画的

に異学年交流に取り

組み、自己有用感の醸

成や共感的な関わり

をはぐくむ。 

・地域行事については

コロナ禍が明けて参

加の形態が以前に戻

りつつあり、関心の高

さを感じる。 

・たてわり班活動につ

いては、我が子が緑ヶ

丘小に通っている時

からあった。当時はた

てわり班で掃除をし、

上級生が下級生の世

話をして丁寧に教え

ていた。昔も今も小規

模校だからこその和

気あいあいとした良

さを感じている。 



子を知ることができ

たことも要因の一つ

と考えられる。 

Ⅶ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と対

応、教員の関わり方、

特別支援教育への取組

などについて 

●地域の肯定的評価が

93.5％から 78.1％

へ、15.4 ポイント減

少した。「判断できな

い」と回答する方が

多かったことが考え

られる。十分なご理

解をいただくために

も「開かれた学校」と

して町会や住区住民

会議の方々と協働し

て行事を進めること

の必要性を感じる。 

⦿保護者の肯定的評価

が上がった一方で、

児童の評価は低学年

が 0.5 ポイント、高

学年が 6.5 ポイント

下がった。いじめや

不登校の問題につい

ては、引き続き、学校

全体で組織的に対応

していく必要があ

る。 

・引き続きいじめは絶

対に許さないという

風土を築き、教職員全

員で児童の指導にあ

たる。気になる事案に

ついては生活指導部

や「学校いじめ対策委

員会」を中心に対応等

について話し合い早

期解決に努める。 

・不登校の児童につい

ては予兆を早期に把

握し対応に努める。ま

た家庭との連携を強

化し、必要に応じて不

登校児童を適切に関

係機関につなげ、児童

一人ひとりに応じた

学びを支援できるよ

うにする。 

・緑ヶ丘小学校の保護

者の方は、地域から見

て大変協力的な方が

多いと感じている。地

域行事を通して、子ど

もたちは異学年同士

の交流が活発に行わ

れ、また保護者の方か

らは保護者同士のコ

ミュニティが図れる

といった声をもらっ

ている。様々な場面で

子どもたちは礼儀正

しくて素晴らしいと

思う。 

・学校には行きづらさ

を感じていても、地域

の行事や習い事には

参加できるような広

い受け皿としての地

域の役割と、学校の教

育活動とで協働しな

がら子どもたちをは

ぐくんでいきたい。 

＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理な

どについて 

⦿防災教育・安全指導

については、概ね高

い評価を得ている。

特に児童の肯定的評

価はいずれも上昇し

ている。児童の防災・

安全に対する意識が

高まってきている。

一方で、安全教室へ

の参加については肯

定的評価が減少して

いる。安全教室の意

義を今後児童が理解

・生活指導部を中心に、

次年度も多様な被災

想定を設定し、児童が

様々な状況でも迅速

に落ち着いて避難す

ることができるよう

に計画する。 

・地域の方々と連携し、

目黒区の避難所運営

訓練を協働して実施

できるように行事等

を調整し計画してい

く。 

・土曜日の授業がある

日に地域と子どもた

ちが一緒に防災訓練

等に取り組む機会が

あればよい。子どもた

ちには学校が避難所

になるという感覚が

身に付いていないの

ではないか。一年に一

回は地域の避難所運

営訓練に多くの子ど

もたちが参加できる

ようになってほしい



できるよう説明を行

っていくとともに、

引き続き毎月の避難

訓練を通して、危険

に気付き、すすんで

安全な行動をとるこ

とができるよう、実

践的な計画を立てて

いく必要がある。 

と願う。 

＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

◎昨年度よりも保護者

の肯定的評価が 25.7

ポイント上昇した。

これまで学校ホーム

ページや学校だより

等で、みどりがおか

こども園や第十一中

学校区の３校１園の

連携について発信し

てきたことが反映さ

れていると思われ

る。 

・３校１園において「つ

ながる教育で未来を

創る」を目指して取り

組んできた。新校統合

により目黒西中学校

区となっても、就学前

施設や中学校との円

滑な接続や、多様な人

との関わりを大切に

する取組を続けてい

く。 

・これまでの第十一中

学校やこども園との

連携について、よい部

分は、新校統合となっ

ても引き継いでほし

い。中学校区が広が

り、目黒西中学校は各

学年３学級となるが、

新しい連携の仕方を

工夫して、子どもたち

が安心して中学校に

通学できるようにし

てほしいと願う。 

Ⅷ 情報の発信 

・学校の情報発信の充実

について 

◎情報の発信について

は概ね良好な評価を

得ている。学校ホー

ムページの記事の充

実や、学校だよりや

学年だより等を、

C4thHome＆School

での適時的な配信を

していることが利便

性を向上させている

ことも一つの要因で

あると考えられる。 

・今年度の配布文書は

ほとんどを電子配信

としたことで、ペーパ

ーレスを実現できた。

引き続き次年度も配

布文書のスリム化に

取り組んでいく。 

 

・様々な文書のペーパ

ーレス化で便利な世

の中になり、保護者も

助かっているのでは

ないか。地域の行事の

急な連絡についても、

C4thHome ＆ School

で配信していただい

てありがたい。住区キ

ャンプや花火大会な

ど、実際に子どもの目

に触れて知らせたい

物については今後も

紙での配布をお願い

したい。 

Ⅸ 教員の人材育成につ

いて 

・日常の職務をとおして

・年間３回の教員の自

己申告面接や日常の

授業観察を活用し、

・校内研修や区内の研

修で学んだことを生

かし自己の授業力向

・よりよい教育活動を

進めるためには教員

の研修は必要である



専門性と協働性の育

成、教育公務員の自覚

について 

教員の資質の向上を

図った。また今年度

は互いに授業展開を

学び合う機会を設け

て授業力の向上を目

指した。それらが要

因となり肯定的評価

は 100％となったと

考えられる。 

上に生かせるように

する。 

・小規模校で教員の数

が少ないが、職層を活

用して相互に人材育

成が進むよう校内

OJT を計画的・効率

的に進めていく。 

と思う。教員の激務を

考えると研修の時間

を多く取ることが難

しいかもしれないが、

東京都や目黒区の情

報を得て、研修の仕方

や内容を工夫しなが

ら効率よく進めてい

ただきたい。 

Ⅹ 教員の働き方改革に

ついて 

・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を意

識した業務分担等、組

織的な業務の効率化・

最適化について 

◎昨年度から本校は

「業務改善モデル

校」として、学校経営

支援組織の活性化と

校務分掌組織の最適

化を図り、効果的、効

率的な業務改善を行

ってきた。会議の精

選、休憩時間の確実

な確保等、業務改善

について前進してい

るという考えがある

ことが考察できる。 

・「業務改善モデル校」

としての実績を生か

し、次年度も引き続き

教員が元気に職務を

遂行できるようによ

りよい職場環境を目

指す。 

・発想を豊かにして、効

率的な仕事の仕方を

皆で考えていくこと

は大切である。教科担

任制や交換授業、年次

有給休暇の適切な取

得など、職場全体をあ

げて推進していくこ

とに価値があると考

える。 

Ⅺ 服務事故の防止につ

いて 

・服務事故防止に向けた

取組などについて 

◎年間３回の服務事故

防止研修を行い、シ

ミュレーション研修

を通して、服務への

意識を徹底させるこ

とができた。教員の

肯定的評価は 100％

となっている。 

・服務事故は学校全体

の信用失墜行為にな

ることを認識して職

務にあたることがで

きるよう、次年度も管

理職を中心に研修を

続けていく。また日頃

から話題にするなど

意識の高い職場の風

土を醸成する。 

・会計事務が電子シス

テム化されてからは

会計事故が減ってい

ると聞くが、引き続き

留意しながら会計作

業を進めていってほ

しい。 

・ストレスの少ない職

場の環境づくりも大

切である。働き方改革

も同時に推進してい

ただきたい。 

 


